資料３

（様式１）プロジェクト申請書
	申請団体名
	

	プロジェクト名
	

	対象地域
	

	プロジェクト
概要（目的）
	

	プロジェクト
組織体制図
	


（様式２）申請団体の概要

	団体・企業名
	組織印　　

	代表者氏名
	
	資本金
	

	本社住所
	〒

	担当者氏名
	
	所属部署・役職
	

	担当者ＴＥＬ
	
	担当者ＦＡＸ
	

	担当者E-mail
	

	設立年
	西暦　　　　　　年
	従業員数
	人

	ＵＲＬ
	http://

	団体・企業の沿革：

	

	

	

	主要役員（非常勤は役職の前に○印を記す）
	氏　　名
	年齢
	役 職 名
	担当部門

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	主要株主
	株 主 名
	持 株 数
	構成比（％）
	貴社との関係

	
	
	
	％
	

	
	
	
	％
	

	
	
	
	％
	

	
	
	
	％
	

	
	
	
	％
	

	事業規模
	従業員数　（人）
	業績（売上）　（百万円）

	
	前々期末
　/　期
	前期末
　/　期
	今期見込
　/　期
	前々期末
　/　期
	前期末
　/　期
	今期見込
　/　期

	
	
	
	
	
	
	


（様式３）プロジェクト責任者一覧
	地域プロデューサー
	氏名（ふりがな）
	

	
	印または署名
	

	
	企業・団体名
	

	
	所属部署・役職
	

	
	所　在　地
	

	
	電話番号
	

	
	FAX番号
	

	
	E-mail
	

	大学等教育機関責任者
	氏名（ふりがな）
	

	
	印または署名
	

	
	企業・団体名
	

	
	所属部署・役職
	

	
	所　在　地
	

	
	電話番号
	

	
	FAX番号
	

	
	E-mail
	


（様式４）企画提案書

１．事業の背景と目的

１－１．地域の主たる観光資源/産業製品についての現状や課題及び本事業の目的について

	


１－２．１－１．に記入した観光資源/産業製品をテーマにした映像をつくる場合、どのようなメリットが得られるか（下記から選んで該当するものを■に変えてください）
	短期的なメリットについて

	□観光型

　　□宿泊

　　□食事

　　□物品販売

　　□移動・交通

　　□その他（　　　　　　　　　　）
	□産業型

　　□素材生産

　　□物品製作

　　□物品販売

　　□その他（　　　　　　　　　　）

	□投資型

　　□工場誘致
　　□その他（　　　　　　　　　　）
	□住宅建設



	長期的なメリットについて

	□社会的利益

□教育的効果

□地域愛育成
	□文化的利益
□地域社会への貢献
□その他（　　　　　　　　　　）


２．映像制作による経済波及効果予測

２－１．映像を制作することによって、誰がどのようなメリットを得るのか

	メリットを得る人･会社
	どのようなメリットを得るのか

	（例）旅館
	（例）宿泊客増加

	
	

	
	

	
	

	
	


２－２．売上上昇目標（単価と数量にわけてお書きください）
	メリットを

得る人･会社
	売上上昇目標

	
	数量（％）
	×
	単価（％）
	＝
	合計

	
	
	×
	
	＝
	

	
	
	×
	
	＝
	

	
	
	×
	
	＝
	

	
	
	×
	
	＝
	

	
	
	×
	
	＝
	


３．映像制作概要

３－１．制作する映像のイメージ

	


３－２．主として想定する視聴者像

	性別
	

	年齢
	

	職業
	

	家族構成
	

	通勤・通学手段
	

	どのように

メディアと接触

するか
	（どのようなときにメディアと接触するのかお書きください）

	視聴者に抱かせたいイメージ
	（視聴者のイメージを共有しやすくするために、一言でお書きください）

	行動シーン
	（視聴者がどのようなシーンで、商品・サービス・観光資源を消費するのかお書きください）


３－３．想定する映像タイプについて（下記から選んで該当するものを■に変えてください。長さについては、想定する映像の長さを数字でお書きください）

	表現
	□実写
	□アニメ（ＣＧを含む）

	ストーリー
	□ドキュメンタリー
	□フィクション

	長さ
	（　　　　）分程度


３－４．コンテンツビジネスプロデューサーについて

	コンテンツビジネスプロデューサーに求めるサポート内容

	

	上記のサポートを依頼したいコンテンツビジネスプロデューサーについて

	氏　名
	
	所　属
	

	その理由

	


４．プロジェクトのビジネスモデルについて
	


５．人材育成研究計画及び次年度以降への活かし方
	人材育成研究計画

	

	次年度以降のプラン

	


６．次年度以降の大学・大学院等の人材育成における実施予定分野について
	分野
	担当者情報

	
	氏　名
	大学名
	学部・学科等
	研究テーマ

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


７．予算計画書

	区　分
	内訳（項目）
	単価
	
	数量
	
	小計

	人件費
	地域プロデューサー
	
	×
	人日
	＝
	

	
	大学等教育機関責任者
	
	×
	人日
	＝
	

	
	コンテンツビジネスプロデューサー
	
	×
	人日
	＝
	

	
	その他人件費
	
	×
	人日
	＝
	

	事業費
	事務管理経費

	
	
	
	×
	
	＝
	

	
	
	
	×
	
	＝
	

	
	
	
	×
	
	＝
	

	
	
	
	×
	
	＝
	

	
	
	
	×
	
	＝
	

	
	地域プロデューサー活動費

	
	
	
	×
	
	＝
	

	
	
	
	×
	
	＝
	

	
	
	
	×
	
	＝
	

	
	
	
	×
	
	＝
	

	
	
	
	×
	
	＝
	

	
	人材育成研究関連費

	
	
	
	×
	
	＝
	

	
	
	
	×
	
	＝
	

	
	
	
	×
	
	＝
	

	
	
	
	×
	
	＝
	

	
	
	
	×
	
	＝
	

	
	映像制作費

	
	映像制作費（概算）
	
	×
	１式
	＝
	

	合　計
	


（様式５）プロジェクト参加団体・企業リスト（大学・大学院等を除く）

	参加団体等
今後参加予定の
団体等には
※印を
つけてください
	役割
	団体名
	担当者名

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


（様式６）プロジェクト参加大学リスト

	参加大学

今後参加予定の
大学には
※印を
つけてください
	大学名
	学部・学科名
	研究室名
	代表者

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	



（様式７）地域プロデューサー経歴書

	氏　　名
	
	年　　齢
	歳

	職歴・経歴

	

	今回のプロジェクトに対する抱負

	


	類似プロジェクト経歴（３件以内）

	プロジェクト名
	プロジェクト概要

	1）
	

	2）
	

	3）
	

	現在行っている業務と本事業への専従度合い（おおよその費やす時間割合）

	


（様式８）大学等教育機関責任者経歴書
	氏　　名
	
	年　　齢
	歳

	職歴・経歴

	

	今回のプロジェクトに対する抱負

	


	主要研究実績（３件以内）

	研究名
	研究概要

	1）
	

	2）
	

	3）
	

	現在行っている業務と本事業への専従度合い（おおよその費やす時間割合）
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